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教育に予算を

─大学生の「学力低下」が問題になっていますが、
先生から見て今の学生はどうでしょうか
　京大でも、理系の先生方の間で問題になっている
のが、学生に国語力がないということです。大学の
専門学問を理解する前提としての国語的知識がな
く、表現されていることが理解できないのです。京
大でも来年度入試から国語が復活します。
　また、いくつかの私立の大学では、物理学科なの
に、高校で物理を履修していない人が入ってくると
いう問題が出てきています。どうするかというと、
大学に予備校の教師に来てもらい、物理を教えても
らうのだそうです。そうしないと突然大学のレベル
の話を始めても何もわからない。国語の比ではない
問題です。入学試験を受けるときに、自分の偏差値
を基準にして、そこに位置する大学からいくつも受
験する。そのなかにたまたま物理学科があったりす
ると、そういうことが起こるようです。
　京大生は入試で好成績で入ってくるわけですか
ら、知識は持っています。今の教育システムで要求
されていることはかなりの程度で身につけていま
す。私たちがセンター試験を受けたら、きっと彼ら
の方がよくできるでしょう。ただ、自分で思考する
という形での教育をあまり受けていないのだと思い
ます。大学に入ったら自分でものを考えないといけ
ませんが、そのときに彼らの学力はあまり役に立ち
ません。工学部の先生が国語力がないというのは、
自分で考えて何かやろうとするときに役立つ国語力
がないということです。
　受験勉強というのは知識として覚えているだけ
で、全然役に立たないと、私たちもよく言われまし
たが、その傾向はいっそう進んでいると思います。
できがいいとか悪いではなく、質が変わってきてい
ます。就職活動のハウツー本がありますね、こうい
う質問をされたらこう答えなさい、こういうことは
言ってはいけないという、あのたぐいのものが今発

達しています。教えないとできなくなってきたので
す。これがおもしろい、これをやってみたいという
のを自分で見つけられない学生がときどきいます。
何がおもしろいのか探す時間がなくなってきている
のかもしれないですね。私たちの世代は、人間が多
すぎて教育が 雑  駁 になっていた面があるかもしれま

ざっ ぱく

せんが、逆に今は少子化という状況のなかで、先の
ような問題が顕在化してしまっているのです。
　基本は教育にお金を使わないからです。国から国
立大学法人への運営費交付金は、毎年１％ずつ削減
されてきて、来年度は３％削減されます。３%削減
を１０年行ったらどうなるか。惨憺たるものです。
３０％近くの予算が消え、そして教員が消えるという
ことです。１％削減は政府の予算全体にかかる制限
ですが、それを教育にかけてもいいのかと思いま
す。まだ研究なら、科学研究費補助金などの外部資
金を取ってくれば曲がりなりにも何とかなります
が、教育は科研費のように５年間で一区切りつくか
というと、決してそんなことはありません。学生を
採って、５年で金がなくなりましたからやめます、
というわけにはいかない。もう少し長期のスパンで
考えてもらわないと、これはなかなか深刻だと思い
ます。ただ、悲観だけしてもしょうがないので、そ
の水準に合わせて教育をどうするのかということを
考えないといけません。例えば、文部科学相の諮問
機関である中央教育審議会が、「学士力」を高めよ
うという方針をまとめ、文科省も期間付ですが予算
をつけ始めています。教育への配慮をしないと大学
だけではなく社会全体の教育体制が劣化していくと
言っています。

学問に余裕がなくなった

─成果主義一辺倒の世の中で人文学のあり方は変
わっているでしょうか

　全体の社会も大学も成果主義ですから、すぐに成
果が出る実学がどうしても強くなりますね。虚学と
は言わないまでも、実学系でない学問分野は、評価

人文学と成果主義
藤井　讓治（京都大学大学院文学研究科教授・京都大学附属図書館長）
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するときに、よく見えないと言われます。それはそ
うでしょう、世界的発見はいくつありましたか、と
文学部の先生に聞かれても、めったに答えられませ
ん（笑）。
　学問に余裕がなくなったと思います。何も戦前が
よかったというわけではないのですが、学問の根本
に哲学があるという了解がありました。あらゆる事
柄の根源をきちんと押さえている哲学が真の学問と
言えるもので、そこからさまざまに広がり、現実の
社会にどう貢献するかという課題を持って学問が営
まれていた。それが今や反対ですよね。一番見える
形で成果があがったものが、最も優れたものである
という構造になっている。人文学は居場所を失いつ
つあるかもしれません。

学問の評価の難しさ

　学問の評価の仕方がそうなっています。COE（文
部科学省の研究拠点形成等補助金）や大きなプロ
ジェクトでお金をもらってきても、５年間の期限の
うち、２年目が終わる時点で、どこまでできました
か、何が見つかりましたか、どんな成果があがりま
したかと聞かれ、そこで成果があまりあがっていな
いと、３年目以降の交付金を減らされます。５年間
の計画を立てているのだからそれはおかしいと言う
と、「最初から２年目に評価されることはわかって
いるので、それに合わせて考えてもらわないと困り
ます」と言われれます。研究者は成果主義に合わせ
た研究をするようになってしまうのです。私も
しょっちゅう、出さなくてもいい報告書を書いてい
ます（笑）。競争的資金を得ようと思うと、膨大な書
類を書かなければいけませんし、大学の評価に関し
てもどれだけの書類を書いているかわかりません。
それは紙代が無駄だというだけではなく、ものすご
い労力の無駄があるわけです。何をしているのかな
と思うときがあります。
　私のような歴史研究者は、調査に行き、写真を
撮ってきて、それを読んで何らかの形にすることが
できれば、本来はそんなにお金はいらないのです
が、大学というのは組織的にいろんなお金がいるよ
うな構造でもあるんですね。
　学問の評価は、自分も何回かやったのですが、自
分がよくわかる分野については中味で評価ができま
す。わからない分野はどうするかというと、一つは
数です。どういう雑誌にどれくらいのものを書いて
いるかとか、中味の評価ではなくて外形的評価がか

かるわけです。どういう学会で報告している、国際
学会で報告している、それが自分から申し込んで報
告したものなのか、招待講演なのかとか、どんな賞
をもらったのかなど。このごろ賞が花盛りなのは、
評価に関わるからですね。こういう評価だと、たく
さん書いた人がとにかく評価されるという、悲しい
ことになってしまいます。長い時間をかけて１冊の
本を物したような人の評価ができない。あるいは、
その本だって出ない人もいます。こういう人は何も
していないという評価になってしまうのです。

人文学のあり方

─今年のノーベル賞の物理学賞・化学賞は、６０～７０
年代の実績に対する授賞でした

　物理学賞を受賞された益川敏英先生が「大してう
れしくない」と仰っていました。自分なりのきちん
とした研究ができ、その理論が実験によって実証さ
れて満足だのに、今さらなんだということだったの
だろうと思います。理学部の先生のなかには、基礎
学の立場から先生の受賞を大変喜んでいる方々がい
ます。役に立つのか立たないのかわからないような
成果を積み重ねていく基礎学の意味というのは、す
ぐにはわからない、簡単に評価だ何だと言うな、学
問のあり方として５年成果主義というのは全くおか
しいんだ、ということを明らかにしてくれたと。
　歴史学についても、現代的な意味合いとか、何か
もっともらしい説明をつけますが、半分以上は、こ
こがおもしろいと自分で思ったことを明らかにする
営為です。それがどう役に立つのかを常に評価して
いくと、役に立たないとやらないということになり
ます。それはやはりまずいでしょう。余裕みたいな
ものが周辺にないと、何も生まれてこないのではな
いかと思います。人文学というのは根源の部分でそ
ういう学問だと思います。
 （2008.11.12　於：京都大学藤井研究室）
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文学のなかの考古学
門田誠一著 〔佛教大学鷹陵文化叢書１９〕
文学と考古学との接点を求めることは、方法の異質性か
らこれまで行われてこなかった。本書は、考古学の分野
を研究する著者が、小説や古典芸能などに描写された考
古学的要素や、それらの背景となった歴史的あるいは文
化的な背景について、考古学的に接近を試みる。
葛四六判・308頁／定価２,４１５円 ISBN978-4-7842-1430-3

鎌倉時代の権力と制度
上横手雅敬編
鎌倉時代史をリードしてきた編者と、次世代を担う関西
の若手研究者により結成された鎌倉時代研究会の初の
論集。「公家政権」「鎌倉幕府」「宗教と寺社」の３篇か
らなり、各分野のスペシャリストたちがそれぞれの視点
から最新の研究成果を披露する。
葛A5判・358頁／定価６,８２５円 ISBN978-4-7842-1432-7

徳川将軍家領知宛行制の研究
藤井讓治著 【思文閣史学叢書】
徳川将軍家と大名との関係を成立させる領知制。本書はその領知制を基礎のところで成立させている
領知朱印状そのものに注目し、徳川将軍家の領知宛行制の形成過程とその特質を明らかにする。また、
各章末に領知朱印状の一覧表を、巻末に人名索引を付す。

第五章　寛文四年の領知朱印改め
補論Ⅰ　徳川将軍領知朱印状の古文書学的位置
補論Ⅱ　領知朱印改め以外の領知朱印状発給

第一章　家康期の領知宛行制
第二章　秀忠親政期の領知宛行制
第三章　秀忠大御所時代の領知宛行制
第四章　寛永十一年の領知朱印改め
葛A5判・412頁／定価７,８７５円 ISBN978-4-7842-1431-0

笹原亮二編 口頭伝承と文字文化  ２００９年１月刊行予定 
──文字の民俗学　声の歴史学──

柳田国男の時代から、民俗学における文献史料の扱いについては様々に議論がなされてきた。「口頭
伝達を重視する民俗学、文献を重視する歴史学」という固定観念は崩れつつあるものの、明確な方法
論は未だ打ち出されていない。フィールドワークによる生の資料と、文字で伝えられた資料、両者の
扱い方に着目し、新たな研究方法について論じた意欲作。国立民族学博物館で行われた共同研究の成果。

 歴史  
「浮鯛抄」をめぐる文字と口頭の伝承 （川島秀一）
近世に作られた職人由緒書の形成と展開
　　─髪結職由緒書を例として─ （榎　美香）
楯無鎧をめぐる伝承の実体化 （西田かほる）
書きとめられた伝説─地誌・郷土誌と伝説集─
 （久野俊彦）

 「口頭伝承と文字文化」の周辺  
『コーラン（クルアーン）』とイスラム共同体（ウンマ）

─儀礼的音声言語の社会的機能に関する言語情報
学的考察─ （西尾哲夫）

疫神の詫び證文の伝播分布に関する情報学的アプロー
チの試み
　　─計量文献学及びGISを用いて─ （小田淳一）
「日本語の乱れ?!」考
　　─現代の「若者言葉」の動態をめぐって─
 （長崎伸仁）

 「口頭伝承と文字文化」の位相  
〈声〉からみた文字 （小池淳一）
　　─日本列島における歴史と民俗の領域から─　
民俗学と資料 （笹原亮二）
 メディア  
疫神と呪符 （大島建彦）
狐狸の書・神々の帳面─書記行為の民俗をめぐって─
 （小池淳一）
奧会津の番匠巻物─系譜・由来・呪い歌─ （宮内貴久）
近世の易占書
　　─士君子の易・市民の易と疾病・祟り・米相場─
 （井上智勝）
 地域社会  
近世後期村役人にみる文字文化と口頭伝承

─甲斐国巨摩郡河原部村平賀秀長『拾集録』『後
続日記』を素材に─ （山本英二）

巻物のある風景─三匹獅子舞の上演に用いられる文書
類の諸相─ （笹原亮二）

近世における地域の伝説と旅行者
　　─「西国順礼略打道中記」を中心に─ （青柳周一）

葛A5判・432頁／定価７,３５０円 ISBN978-4-7842-1447-1

ささはら・りょうじ…国立民族学博物館准教授．
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 翁 の 生 成 ─渡来文化と中世の神々─ 
金賢旭著  １２月中旬刊 
　本書では、中世の翁信仰の生成過程を諸縁起や史料から読みとることで、そこに色濃く反映された韓半島からの
渡来文化の姿を見いだし、さらに日本芸能のルーツである翁猿楽の成立についても、韓半島のシャーマニズム文化
の影響を指摘する。日本の基層文化の形成を韓半島の文化との交渉の中から根本的に考え直すことにより、日本と
韓半島との文化交流の、中世における新たな相貌を浮かび上がらせる意欲作。

 第五章　韓半島の山岳信仰の流入 
役小角と韓半島の山岳信仰／新羅の花郎文化と彦
山修験
 第六章　翁と童子─韓日比較文化論─ 
翁と童子の互換／脱解・処容伝説と秦河勝伝説の
近似性
 第七章　道教的呪術文化の受容と排除 
幻術とそのルーツ／幻術の日本伝来と展開／排除
される道教文化

 第一章　古代の翁 
塩土老翁／椎根津彦／伝承を語る翁
 第二章　住吉信仰圏の翁 
住吉明神の示現／翁としての住吉明神／住吉明神
と赤山明神／金春禅竹の『明宿集』と住吉明神
 第三章　中世の翁 
地主神と翁／道祖神と翁
 第四章　秦氏集団の信仰と翁の生成 
秦氏にかかわる信仰と翁／渡来の翁神

葛A5判・240頁／定価５,２５０円 ISBN978-4-7842-1411-2

 関 陥貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

 棟札の研究 
水藤真著
寺院の殿堂や神社などの上棟式・大修理・屋根替のさい
に、建物名・願主・工匠名・上棟年月日などを記して棟
木に打ち付けた板を棟札という。本書は、国立歴史民俗
博物館が行った棟札調査報告書をもとに、定義・概要・
書式の考察から棟札の意味・価値など多方面から検討を
加え、研究の整理と方向性を示した一書。
葛A5判・230頁／定価３,９９０円 ISBN4-7842-1243-4

 蓬莱山と扶桑樹 
 日本文化の古層の探究  
岡本健一著
「蓬莱山」と「扶桑樹」は古墳時代を解き明かすうえで二
大キーワードであるはずが、なぜか古代史や考古学の分
野では、長らく見過ごされてきた。20年前より「前方後
円墳＝蓬莱山起源」説を提唱してきた、元新聞記者でも
ある著者の研究集大成。
葛A5判・442頁／定価５,７７５円 ISBN978-4-7842-1400-6

 散所・声聞師・舞々の研究 
世界人権問題研究センター編
９年間にわたってとりくまれた共同研究の成果。散所の
人々が携わった芸能あるいは陰陽道などとのかかわりを
含めて、文献・絵画・地図の綿密な分析をこころみ、洛
中・山城国・近江国における実態を浮きぼりにする。
葛A5判・590頁／定価８,６１０円 ISBN4-7842-1219-1

 中世蹴鞠史の研究 鞠会を中心に 
稲垣弘明著
蹴鞠は、前近代の日本にあっては、今日一般に想像され
るよりも、比較的広範に行われていた芸能文化・スポー
ツであった。本書は、これまであまり顧みられることが
なかった、室町期以降の蹴鞠会の挙行形態の歴史を体系
的に論じた一書。
葛A5判・300頁／定価５,７７５円 ISBN978-4-7842-1390-0

 陰陽道の神々 
斎藤英喜著 〔佛教大学鷹陵文化叢書１７〕
疫鬼や式神、泰山府君、牛頭天王、八王子、金神、盤牛
王、そして式王子、呪詛神たち……。彼らは近代社会が
封印し、消去した「陰陽道」の神々である。本書は、知
られざる陰陽道の神々の来歴と素顔を、最新の研究成果
にもとづき、平易に説きながら、もうひとつの「日本」
の神々の世界を探求していく。掲載写真・図版多数。
葛四六判・292頁／定価２,４１５円 ISBN978-4-7842-1366-5

 王権と神祇 
今谷明編
実証的研究の蓄積が少ない天皇制や大嘗祭、また権門体
制論・顕密体制論によって規制されがちな中世神祇史に
ついて実態面の研究を積み重ね、さらに中世日本紀や神
道書の考証も重ね合わせることにより、王権と宗教に関
する新たな見取り図を描き出すことを目指した意欲的な
論集。
葛A5判・348頁／定価６,８２５円 ISBN4-7842-1110-1

 日中親族構造の比較研究 
官文娜著 〔思文閣史学叢書〕
近代以降、日本は西洋異文化（近代文化）との融合を果
たしたが、中国はそれが不可能であった。なぜそのよう
な状況がうまれたのか。異文化の特質解明という視点か
ら日本と中国の血縁親族構造の比較を検証してその原因
を解明した、著者初の論文集。
葛A5判・440頁／定価７,５６０円 ISBN4-7842-1241-8

 宮古島狩俣の神歌 
 その継承と創成　　　 　 
内田順子著
沖縄県宮古島狩俣集落における伝統的祭祀歌謡（神歌）
の永年のフィールドワークをもとに、歌われる歌の諸表
現が生み出され、それが歌唱者や社会によって意味づけ
られていく過程を具体的に分析し、歌詞のみによらない
新たな歌謡分析の方法を提示した意欲的な一書。
葛A5判・300頁／定価６,９３０円 ISBN4-7842-1036-9
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幸田露伴の世界
 井波律子・井上章一編  【１月刊】

幸田露伴は、明治～昭和を通じ、小説家・劇作家・随筆家などとして多彩な才能を発揮し、
すぐれた作品を発表し続けた。しかし、従来、全面的な露伴研究がなされてきたとは言いが
たい。今回さまざまな分野の専門家が、小説や評論など文学面はもろんのこと、都市・遊技・
旅行・自然観察・人生論などの著作を通じて多用な角度から露伴にアプローチを試みる。

◆露伴を語る◆
幸田露伴──その生涯と中国文学 国際日本文化研究センター　井波　律子
露伴と川 ドイツ文学者　池内　　紀
露伴の都市論を読む 国際日本文化研究センター　白幡洋三郎
『澁澤榮一傳』をめぐって 国際日本文化研究センター　猪木　武徳
露伴の耳 国際日本文化研究センター　細川　周平
露伴と植村正久──露伴のキリスト教観 国際日本文化研究センター研究員　平松　隆円
「五重塔」という「プロジェクトＸ」 同志社大学　佐伯　順子
　　　　──前進座『五重塔』と日本の高度成長　
『平家』と京都に背をむけて 国際日本文化研究センター　井上　章一
『努力論』とその時代 国際日本文化研究センター　鈴木　貞美
露伴の連句評釈 チュラーロンコーン大学　岩井　茂樹
「文人」としての露伴の成立とその背景 国際日本文化研究センター　劉　　建輝
◆露伴を読む◆
『風流佛』を読む 鈴木　貞美
『ひげ男』を読む──明治の「武士道」と戦時体制 佐伯　順子
幸田露伴略年譜と系図
葛A5判・320頁／定価５,２５０円 ISBN978-4-7842-1444-0

逆欠如の日本生活文化
 日本にあるものは世界にあるか
園田英弘編著
「日本にあるものは世界にあるか」という、出発
点を日本においた新たな方法論に基づく文化比較。
葛A5判・404頁／定価３,９９０円 ISBN4-7842-1248-5

 百人一首万華鏡
白幡洋三郎編
百人一首を、歌の解釈はもとより、歴史、選び方、
カルタ、翻訳など、さまざまな角度から紹介し、
その文明的広がりをさぐる。
葛B5判・178頁／定価２,５２０円 ISBN4-7842-1223-X

 関西モダニズム再考 
竹村民郎・鈴木貞美編
国際日本文化研究センター共同研究「日本のモ
ダニズム─関西を中心にした学際的研究」の報
告書。２０世紀初頭の日本では、
「東京都市文化圏」と「大阪・
京都・神戸都市文化圏」とい
う全く異質の「都市文化圏」
の競争的共存が実現した。関
西都市文化圏の経済的・社会
的・文化的先進性や、地域に
根ざした自立的なモダニティ
の上に花開いた関西モダニズ
ムの諸相をとりあげた１４篇。
葛A5判・604頁／定価８,９２５円 ISBN978-4-7842-1379-5

 

 武士の 精神 とその歩み 
エ ト ス

 武士道の社会思想史的考察 
アレキサンダー・ベネット著 【１月刊】
武家政権の誕生から、明治維新に伴う身分制度
の廃止に至るまでの、武士文化の発展と変遷の
過程を考察。各時代における武士の精神を精査
し、武士の気風や動機などが、どのように進展
していったかを明らかにする。
【内容目次】
第１章　武士エトスの系譜／第２章　象徴の体系
／第３章　武士の「気風」と「動機」／第４章　
武士の一般的な秩序／第５章　武術を通じての武
士の宗教的な体験／第６章　武士身分の解体と武
士文化の活用／第７章　国民武士道の創造─「サ
ムライ魂」の再発見
葛A5判・300頁／定価５,０４０円 ISBN978-4-7842-1426-6
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韓
国
で
の
大
学
院
生
時
代
、
偶
然
『
謡
曲
大
観
』
を
目
に
し
、

中
世
時
代
か
ら
戯
曲
が
あ
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
好
奇
心
が

わ
い
て
き
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
能
の
ビ
デ
オ
を
手
に
入
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
私
が
見
慣
れ
て
い
た
の
は
、
韓
国
伝
統
芸
能
で
あ

る
農
楽
や
サ
ム
ル
ノ
リ
の
よ
う
な
躍
動
的
な
踊
り
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
ビ
デ
オ
か
ら
は
発
散
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
抑
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
能
の
不
思
議
な
身
体
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ

の
風
変
わ
り
な
世
界
に
ひ
か
れ
た
の
が
、
私
が
能
を
研
究
し
よ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
能
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
修
士
論
文
を
書
く
こ

と
に
し
た
が
、
外
国
で
の
能
研
究
は
難
し
く
、
論
文
は
な
か
な

か
進
ま
な
か
っ
た
。
資
料
も
あ
ま
り
読
め
な
い
う
え
、
実
際
の

舞
台
も
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
論
文
を
書
き
な
が
ら
、

日
本
へ
留
学
し
て
本
格
的
に
能
の
研
究
を
し
た
い
と
い
う
意
志

を
固
め
た
。
日
本
に
来
て
最
初
に
「
道
成
寺
」
と
い
う
能
を
み

た
が
、
息
が
弾
む
よ
う
な
舞
台
を
目
に
し
て
、
き
っ
と
楽
し
い

世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
だ
と
確
信
し
、
安
心
と
期
待
で
能

か
ら
の
帰
り
道
う
き
う
き
と
し
た
気
分
に
な
っ
た
こ
と
を
、
一

五
年
あ
ま
り
す
ぎ
た
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。

　
私
の
日
本
研
究
は
、
最
も
日
本
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
能
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
は
、
古
代
か
ら

中
世
に
か
け
て
大
陸
の
文
化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
成
り
立
っ

て
い
た
日
本
文
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ

り
、
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
文
化
研
究
と
な
る
こ
と
は
、
こ
の

時
ま
だ
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
中
世
劇
文
学
の
代
表
で
あ
り
、
現
在
も
生
き
る
演
劇
と
し
て

存
在
す
る
能
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
語
の
世
界
、
日
本
古
典
文

学
の
世
界
の
集
積
と
し
て
、
そ
こ
に
す
べ
て
が
流
れ
込
む
文
芸

ダ
ム
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
か

け
て
成
立
し
た
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
神
話
世

界
、『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
物
語
の
世
界
、
そ
れ

ら
先
行
の
古
典
文
学
の
世
界
を
短
編
劇
と
し
て
中
世
に
仕
立
て

直
し
た
も
の
が
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
能
は
、
江
戸
時
代

以
降
、
今
度
は
日
本
古
典
文
学
の
正
典
（
カ
ノ
ン
）
の
位
置
を

獲
得
し
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
こ
の
よ
う
な
能
の
世
界
で
も
、
私
は
、
特
に
そ
の
成
立
に
つ

い
て
研
究
し
て
き
た
。
能
の
起
源
で
あ
る
翁
猿
楽
の
「
翁
」
に

関
し
て
、
渡
来
性
と
い
う
新
し
い
視
角
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
能
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
翁
猿
楽
に
結
実
す
る
べ
く
、
一
二
世

紀
頃
か
ら
頻
繁
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
翁
神
と
こ
れ
を
め
ぐ
る

翁
信
仰
に
つ
い
て
、
韓
半
島
か
ら
の
渡
来
文
化
と
の
関
わ
り
で

捉
え
る
と
い
う
比
較
文
化
論
的
考
察
は
今
ま
で
行
わ
れ
た
こ
と

が
な
い
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
渡
来
文
化
と
翁
の
関
係
に
つ
い
て
、
渡
来
氏
で
あ
る
秦
氏
の

氏
族
信
仰
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
形
で
日
本
の
山
岳
信
仰
を

捉
え
な
が
ら
、
八
幡
神
・
稲
荷
神
・
松
尾
神
・
 走
  湯
  山
 権
現

そ
う
 と
う
 さ
ん

等
々
の
信
仰
圏
に
見
ら
れ
る
翁
の
現
れ
を
探
る
と
、
意
外
と
そ

れ
が
新
羅
時
代
の
「
 花
郎
 文
化
」
に
さ
か
の
ぼ
る
韓
半
島
の
山

フ
ァ
ラ
ン

岳
信
仰
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
と
に
八
幡
神
・

稲
荷
神
・
走
湯
山
権
現
に
み
ら
れ
る
翁
と
童
の
互
換
構
造
に

は
、
翁
猿
楽
に
お
け
る
翁
と
千
歳
、
父
の
 尉
 と
 延
  命
  冠
  者
 と
い

じ
ょ
う
 
え
ん
 め
い
 か
 じ
ゃ

う
翁
童
ペ
ア
ー
の
原
型
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
興
味

深
い
。

　
古
代
新
羅
時
代
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
山
岳
宗
教
で

あ
り
稚
児
文
化
で
も
あ
る
花
郎
文
化
は
、
八
幡
神
な
ど
に
み
ら

れ
る
翁
童
信
仰
と
の
共
通
性
が
強
い
。
こ
の
韓
半
島
の
山
岳
信

仰
が
日
本
に
流
入
し
、
彦
山
修
験
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
日
本
の
山
岳
信
仰
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
よ

う
な
土
壌
か
ら
、
翁
と
童
が
互
換
し
つ
つ
神
の
か
た
ど
り
と

な
っ
て
現
れ
始
め
、
そ
れ
が
集
約
さ
れ
た
も
の
と
し
て
翁
猿
楽

が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
世
阿
弥
や
金
春
禅
竹
が
書

き
残
し
た
秦
河
勝
伝
承
も
そ
の
一
つ
の
結
節
点
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
渡
来
性
と
い
う
視
点
か
ら
、
翁
神
の
多
出
現
象
を
み
る
こ
と

で
、
翁
信
仰
の
本
質
的
側
面
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
の
で

あ
る
。

●
私
の
ノ
ー
ト
か
ら
●

私
の
日
本
研
究

金
　賢
旭

きむ・ひょんうく
1968年生．東京大学大学院総合文
化研究科（表象文化論）博士課程修
了．博士（学術）．現在，韓国外国
語大学・檀国大学非常勤講師．
主要論文に「翁舞と処容舞─日韓
呪術歌舞の共通性」（岩波書店『文
学』，１０巻２号），「翁信仰と渡来文化」
（學燈社『國文學』，５０巻７号）など．

（5頁に図書案内）
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怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

　
東
京
の
医
史
学
会
か
ら
富
士
川
游
氏
が
杏
林
温
故
会
の
創
立
を

祝
し
て
、
医
史
学
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
医
史
学
は
も
と
よ
り
科
学
史
と
し
て
医
学
に
お
け
る
思
想

の
発
達
を
史
学
的
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
文

化
史
と
し
て
そ
の
研
究
の
範
囲
は
こ
れ
に
限
る
も
の
で
は
な

い
。
医
学
を
応
用
す
る
実
際
的
方
面
の
医
術
、
ま
た
医
術
を

実
践
す
る
医
人
の
地
位
な
ど
に
関
し
て
も
史
学
的
に
研
究
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
外
、
医
術
の
対
象
た
る
疾
病
そ
の
も
の

に
つ
い
て
も
種
々
の
方
面
か
ら
検
討
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
と
に
斯
学
の
研
究
に
従
事
し
た
る
先
賢
の
真
率
な
る
態
度

及
び
其
の
道
の
た
め
に
尽
く
し
た
る
犠
牲
的
の
精
神
は
後
身

の
も
の
と
し
て
こ
れ
を
知
る
と
き
は
自
ら
奮
起
し
て
そ
の
業

績
を
継
が
ね
ば
な
ら
ぬ
と
激
励
の
心
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ

て
倫
理
学
的
の
価
値
多
大
で
あ
る
。」

　
医
史
学
へ
の
評
価
が
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
有
閑
な
仕
事
と
見
ら
れ
が
ち
な
世
情
に
対
し
て
、
医
史
学
の

有
用
を
た
え
ず
啓
蒙
し
て
き
た
富
士
川
游
氏
に
と
っ
て
杏
林
温
故
会
の
設
立
は
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
続
け
て
氏
は
「
京
阪
は
医
学
の
早
く
か
ら
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
幾
多
の
先
賢
の
事
跡
に
関
す
る
資

料
な
ど
医
史
学
の
研
究
の
根
本
資
料
が
少
な
か
ら
ず
有
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
が
杏
林
温
故
会
に
よ
っ
て

探
し
出
さ
れ
て
、
世
に
公
に
さ
れ
る
こ
と
は
、
医
史
学
会
に
と
っ
て
裨
益
す
る
所
は
多
大
で
あ
る
」
と
杏
林

温
故
会
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
杏
林
温
故
会
は
そ
の
期
待
に
反
す
る
こ
と
な
く
、
例
会
ご
と
に
貴
重
な
発
表
や
、
珍
し
い
資
料
の
供
覧
、

座
談
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
機
関
誌
『
医
譚
』
に
掲
載
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
た
っ
た
今
、『
医
譚
』

は
得
難
い
資
料
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
そ
れ
が
復
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
先
人
た
ち
の
思
い
を
現
代

に
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
享
受
で
き
る
こ
と
の
喜
び
に
堪
え
な
い
。
多
く
の
至
難
を
超
え
て

出
版
に
踏
み
切
ら
れ
た
医
史
学
会
関
西
支
部
の
幹
部
の
方
々
に
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

 

（
日
本
医
史
学
会
理
事
長
）

『
医
譚
　
第
１
号
～
第
　
号
』
序
文
よ
り

１７

怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

昭和１３年（第１号）～昭和１９年（第１７号）

復刻合本全３巻
日本医史学会関西支部（杏林温故会）編 　最新刊　 
　杏林温故会（現日本医史学会関西支部）の機関紙として創刊された『医譚』
は、昭和１３年２月に創刊され、昭和１９年６月まで１７号、そして戦後、昭和２７
年に復刊され、今日復刊８７号を数える。
　今回、入手困難で、待望されている医学史、科学史研究の貴重な古典とし
て、昭和１９年刊行の１７号までを限定出版。
上巻：創刊号（昭和１３年２月）～第７号（昭和１５年１２月）
中巻：第８号（昭和１６年３月）～第１２号（昭和１７年４月）
下巻：第１３号（昭和１７年８月）～第１７号（昭和１９年６月）
葛A5判・全３巻セット定価２５,２００円　ISBN978-4-7842-1424-2

い　　　　　　 たん
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悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

『
医
譚
』
復
刊
に
の
ぞ
ん
で

　

酒
井
　
シ
ヅ

　
こ
の
た
び
、
関
西
医
史
学
会
か
ら
戦
前
に
発
刊
さ
れ
た
『
医
譚
』
が
復
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
医

譚
』
は
昭
和
十
三
年
か
ら
昭
和
十
九
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
多
く
の
医
史
学
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て

長
ら
く
幻
の
雑
誌
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
復
刻
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
。

　『
医
譚
』
は
杏
林
温
故
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
杏
林
温
故
会
と
は
医
史
学
会
関
西
支
部
の
前
身
で
、
昭
和

十
三
年
に
大
阪
在
住
の
億
川
攝
三
氏
ら
の
主
唱
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
会
で
あ
る
。
会
則
に
よ
る
と
、
本
会

は
「
医
史
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
並
び
に
趣
味
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。
大
阪
大
学

に
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
記
念
碑
が
移
転
し
た
機
会
に
集
ま
っ
た
医
史
同
好
の
者
が
、
曲
直
瀬
道
三
、
後
藤
艮

山
、
山
脇
東
洋
な
ど
日
本
の
主
流
を
な
し
た
多
数
の
医
人
を
出
し
た
関
西
に
も
、
東
京
の
医
史
学
会
に
続
く

も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
の
な
か
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
会
員
は
主
と
し
て
関
西
圏
に
住
む
、
錚
々

た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
右
翼
に
緒
方
洪
庵
の
後
嗣
緒
方
銈
次
郎
氏
が
お
ら
れ
た
。
発
起
人
の
億

川
攝
三
、
中
野
操
、
大
矢
全
節
の
三
氏
は
い
ず
れ
も
関
西
の
皮
膚
科
学
会
の
先
鋭
で
、
息
の
あ
っ
た
同
志
で

あ
っ
た
。

　『
医
譚
』
第
一
号
の
編
集
後
記
に
中
野
操
氏
は
、
こ
の
会
の
特
色
を
「
単
に
医
史
学
に
関
す
る
知
識
の
啓
発

と
い
っ
た
こ
と
だ
け
を
趣
旨
と
し
な
い
で
、
趣
味
の
交
換
と
い
う
こ
と
も
付
け
加
え
た
。
多
く
の
会
員
の
中

に
は
一
芸
一
能
に
秀
で
た
人
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
ま
た
人
に
は
誰
し
も
本
能
的
に
蒐
集
癖
と
い
う
も

の
が
あ
る
も
の
だ
。
そ
れ
ら
の
一
芸
一
能
に
つ
い
て
あ
る
い
は
蒐
集
の
諸
相
に
つ
い
て
聴
く
こ
と
は
、
お
互

い
の
人
生
に
深
み
と
潤
い
と
円
満
無
碍
と
を
い
ろ
づ
け
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
よ
び

か
け
た
い
。
象
牙
の
塔
か
ら
で
て
、
こ
の
結
社
に
加
盟
し
て
欲
し
い
と
…
…
」
と
記
す
。
そ
の
趣
旨
は
現
在

の
医
史
学
会
関
西
支
部
に
脈
々
と
流
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
創
刊
号
の
巻
頭
の
億
川
攝
三
氏
の
杏
林
温
故
会
創
立
の
趣
旨
を
読
む
と
、
明
治
以
後
、
圧
倒
的
に

優
位
に
な
っ
た
西
洋
の
壁
を
越
え
て
日
本
の
医
学
の
淵
源
を
知
る
た
め
に
医
史
学
の
研
究
を
広
め
、
本
会
の

発
展
に
尽
く
そ
う
と
し
た
気
概
を
感
じ
る
。

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

 富士川游著作集  【全１０巻】
富士川英郎編
日本医史学の開拓者（1865-1940）の業績を集大成。
①東洋医学・医学分科史 ②医術と医業 ③医者の風俗・迷信
④疾病史・病志・療法の歴史 ⑤民間薬 ⑥医学論理学・典籍
⑦伝記（一） ⑧伝記（二）・西学東漸 ⑨性慾の科学・人生論 
⑩医史料・雑纂 〔各巻分売も承ります〕
葛A5判・平均500頁／揃定価６３,０００円

  東大医学部初代綜理池田謙斎 
 池田文書の研究（上・下）
池田文書研究会編
池田謙斎の子孫にあたる池田允彦家に保存されて
いた約４０００通の文書類を上下２分冊で収録。医学
史のみならず政治史や宮廷史に寄与する資料。
葛上巻A5判・350頁／定価７,１４０円 ISBN4-7842-1284-1

　下巻A5判・406頁／定価８,１９０円 ISBN978-4-7842-1337-5
  

 呉秀三著作集  【全２巻】
岡田靖雄編
日本神経学会を創立し、わが国の近代精神神経学を
開拓すると共に、日本医史学会の初代理事長を務め、
数多くの研究を残した呉博士の業績をまとめる。
葛A5判・平均450頁／揃定価３０,４５０円
　①医史学篇（23篇）　 定価１４,７００円 ISBN4-7842-0074-6
　②精神医学篇（31篇） 定価１５,７５０円 ISBN4-7842-0075-4

 洪庵・適塾の研究 
梅溪昇著
葛A5判・540頁／定価１２,６００円 ISBN4-7842-0766-X

 続 洪庵・適塾の研究 
梅溪昇著
葛A5判・722頁／定価９,９７５円 ISBN978-4-7842-1388-7
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　岡崎市美術博物館は、市内に所在する貴重な文化財、歴史資料などを保管す
る施設として、また、文化財・美術品を展示する施設として平成８年（１９９６）７
月にオープンした。その建設の契機となったのが、昭和６３年（１９８８）の 上宮寺 

じょうぐうじ

の火災である。同寺は三河真宗の中核寺院で、多くの当地真宗に関する文化財
と歴史資料を所蔵していたが、それらのほとんどを焼失した。これを機に市で
は、市内に存する貴重な文化財を守るための文化財収蔵庫の建設が意図され、
現在の当館実現への運びとなる。
　当館では市内に点在する文化財の保管を図るために、寄託制度を設けてい
る。資料を保存環境の良い収蔵庫で預かる制度である。寄託を受けた資料につ
いては、害虫とカビから文化財を守るための燻蒸を行い収蔵庫に保管するとと
もに、適宜、展示室で公開展示している。
　現在、この制度により寄託品を受けている市内寺社には、 大  樹  寺 、信光明寺、

だい じゅ じ

随念寺、浄珠院・法蔵寺の浄土宗寺院、専福寺・願照寺の浄土真宗寺院、高隆
寺・甲山寺の天台宗寺院、萬松寺の曹洞宗寺院、滝山東照宮がある。傾向とし
ては松平氏ゆかりの浄土宗寺院が多い。このことは岡崎市の歴史的背景とも関
係している。岡崎は徳川家康が生まれて天下統一への礎を築いた地である。ま
た、家康の先祖松平氏が八代にわたり支配を固めてきた地でもある。そのため
に、松平氏と家康が建立した寺院が多くある。
　これらの寄託を受けている寺院資料のなかからここでは大樹寺に伝わる資料
を紹介しよう。大樹寺は松平・徳川氏菩提所であり、松平氏四代 親  忠 が勢誉上

ちか ただ

人に帰依して建立した寺院である。現在、当館で寄託を受けているのは中世文
書・近世文書（一部近代文書を含む）約８００点、工芸品類約６０点、絵画類約６０点で
ある。
　このうち中世文書は愛知県指定文化財となっている。大樹寺の中世文書は松
平氏の歴史、さらには三河中世史を明らかにする上で欠かせない史料群で、新
行紀一著『一向一揆の基礎構造』（吉川弘文館、１９８９年）の研究、『新編岡崎市史』
中世（１９８９年）にも三河中世史像の解明において多分に活用されている。
　大樹寺の中世文書は江戸前期に巻子仕立てされている。大樹寺の中世文書が
今日まで状態よく伝えられることになったのはこの巻子仕立てによるものであ
る。竪紙、折紙など大きさのまちまちなものも貼り付けて巻子表装されている
が、内容は巻子ごとに分類されている。その分類を示した題箋とその内容・点

数を示そう。
　御判物并御朱印─家康判物・朱印状　５点
　御先祖御判形─松平親忠・長親・信忠・清康・広忠判物・寄進状　１８点
　御一門判形─松平一門寄進状、連判状等　１７点
　義元判形并雪斎泰能泰朝判─今川氏発給文書　８点
　寄附状　天之部─諸氏寄進状・売券　明応元年～天文１２年　５２点
　寄附状　地之部─同前、天文１３年～１６年　４５点
　寄附状　玄之部─同前、年未詳書状　３０点
　御先祖并観智国師御書状　黄之部─松平長親ほか増上寺存応源誉の書状　７点
　雑書御寄附状─松平正綱・大仏師康以書状など　１２点
　宝物雑書寄附状─尾張藩徳川義直家中との関連文書　３点

岡
崎
市
美
術
博
物
館

堀
江
登
志
実

大
樹
寺
の
中
世
文
書
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　「御判物并御朱印」は家康の判物・朱印状をまとめたものである。５点が年代を追って表装さ
れているが、そのうち４点は大樹寺に宛てて出されたもので、同寺の寺領安堵、諸役免許、祠堂
物の貸付と利子、徳政免除などを規定した法度である。最初のものは永禄６年（１５６３）閏１２月に
出されたもので、２点目は同１２年６月、３点目は天正７年（１５７９）３月（写真）、４点目は天正９年
４月のものである。これらの法度は、その時々の寺の置かれている状況を反映していることは言
うまでもないが、家康が天下人として成長してゆく各段階の地位・権力を示すものである。たと
えば、３点目の判物には祠堂米銭の貸付利子は３割２分と高率が設定され、天下一同の徳政・ 国 

くに

 次 の徳政さらに私徳政の免除を規定しているが、これには家康の権力者としての力が担保されて
なみ

いないと文書としての効力がない。天正７年の段階で、家康の支配権が完全に確立している国は
三河のみで、遠州・駿河では依然として武田氏との争いが続いている。
　「御先祖御判形」は、松平氏当主の発給文書をまとめたものである。
　「御一門判形」は松平惣領家である安城松平以外の岡崎松平の光重、藤井松平の利長、三木松平
の信孝などの発給文書を収めたものである。内容は田地寄進状、年貢寄進状などである。
　「義元判形并雪斎泰能泰朝判」は、今川義元ならびにその家臣である太原雪斎、朝比奈泰朝の発
給文書をまとめたものである。天文１８年（１５４９）に家康の父広忠が殺されると、今川義元は三河
を属国化し、大樹寺も義元によって寺領の安堵状が出される。本巻子には、義元の寺領安堵、禁
制、守護不入の規定など８点が含まれている。
　寄附状の巻子は、大樹寺への田地寄進状などをまとめたものであるが、天・地の部には巻末に
元禄８年（１６９５）１０月７日付で大樹寺２８世曄蓮社忍誉如風円碩息阿による修復銘がある。巻子に
仕立てた時のものであろう。
　以上、中世文書について述べてきたが、これらの多くは『新編岡崎市史』古代・中世史料編
（１９８３年）に翻刻されているので同書を参照されたい。
　江戸時代の大樹寺は徳川将軍家の菩提寺・位牌所として存在する。寺院修復や位牌安置など幕
府との関係を物語る文書が多くある。これらの近世文書については活字化されていないが、その
概要を知るには愛知県教育委員会刊行
『大樹寺歴史資料目録』（１９８２年）が参
考になる。
　当館では大樹寺の中世・近世文書を
フィルム化・デジタル化している。多
くの方に研究等に利用していただきた
いと思う。

岡崎市美術博物館
〒４４４―０００２　岡崎市高隆寺町峠１　岡崎中央総合公園内

TEL（０５６４）２８―５０００　FAX（０５６４）２８―５００５
http://www.city.okazaki.aichi.jp/museum/bihaku/top.html

─M E M O─

滑徳川家康判物　天正７年３月２１日
　（大樹寺蔵・岡崎市美術博物館寄託）

三河の小領主から天下人時代のものま
で家康の大樹寺への法度は５回にわた
る。
本状は１５世 誉宛で国中諸士からの訴
訟裁決、祠堂米銭の徳政免除などを定
めている。
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国文学研究資料館編 
新出の国文学研究資料館蔵『源氏物語団扇画帖』全５４枚をカラーで掲載し、詳細な解説を付す。あ
わせて図様が近似する他の源氏絵についても参考資料として多数掲載。描く・書き写す・鑑賞する
という３つの観点から、源氏物語が千年間どのように享受されてきたのか、豊富なカラー図版で紹
介する。

【内容目次】
第１部　描かれた名場面
国文学研究資料館蔵『源氏物語団扇画帖』全54図／出光美術館蔵・岩佐勝
友画『源氏物語図屏風』ほか源氏絵５点
第２部　どのように書写されたか
国立歴史民俗博物館蔵『中山本 源氏物語』／陽明文庫蔵『源氏物語』／古
代学協会蔵『大島本 源氏物語』ほか源氏物語の写本など14点
第３部　どのように鑑賞されたか
国文学研究資料館蔵『光源氏系図』／鞍馬寺蔵『与謝野晶子新新訳源氏物
語自筆原稿』ほか源氏物語を題材にした作品20点
第４部　世界文学としての『源氏物語』
海外で発刊されている翻訳書など約50点

葛A4判・168頁・オールカラー／定価1,995円 ISBN978-4-7842-1437-2

 

平成新修古筆資料集
田中登編
中世期書写古筆切の収集・整理と体系化をめざし、編者
蒐集の１００余点について写真と詳細な解説によって紹介。
葛第１集 A5判・260頁／定価2,730円 ISBN4-7842-1035-0
　第２集 A5判・234頁／定価2,625円 ISBN4-7842-1132-2
　第３集 A5判・234頁／定価2,625円 ISBN4-7842-1277-9
　第４集 A5判・236頁／定価2,625円 ISBN978-4-7842-1427-3

 尾 　
び

 陽  徳川美術館論集  
よう

徳川美術館編
従来『金鯱叢書』の一部として収録されていた美術関係の
部分に新収蔵品紹介や修理報告などを収め別本で刊行。
葛第１号 B5判・120頁／定価3,150円 ISBN4-7842-1222-1
　第２号 B5判・232頁／定価3,150円 ISBN4-7842-1240-X
　第３号 B5判・184頁／定価3,150円 ISBN4-7842-1331-7
　第４号 B5判・212頁／定価3,150円 ISBN978-4-7842-1406-8

源氏物語 千年のかがやき

『源氏物語団扇画帖』（「玉鬘」）
（国文学研究資料館蔵）

 中世近世和歌文芸論集  龍谷叢書１５  

日下幸男編  最 新 刊 
関西の若手研究者を中心として活動する近世和歌輪読会の初の論文集。現在の中世・近世の和歌研究に一石
を投じる意欲作１７篇。

◎内容目次◎
【中 世 篇】
建仁元年三月新宮撰歌合考（安井 重雄）／風雅和歌集における烏（阿尾 あすか）／東常縁の歌学における常
光院流の継承（長谷川 千尋）／中世から近世にかけての制詞の変容について（長谷川 薫）
【近 世 篇】
『新一人三臣和歌』攷（大谷俊太）／『小鳥うた合』をめぐって（岡本 聡）／正保版本歌仙家集と冷泉家私家
集（藤本 孝一）／古今和歌集後水尾院御抄の成立（海野 圭介）／『百人一首』の古注と新注（小髙 道子）／
東大寺僧成慶年譜稿（日下 幸男）／歌学と実作と（西田 正宏）／点者としての水田長隣（神作 研一）／陽
明文庫所蔵近衛家久添削田安宗武歌について（盛田 帝子）／所謂「明和十五番狂歌合」をめぐって（久保田 
啓一）／松浦寛舟の和歌指導と平井冬秀の享受（中川 豊）／小沢蘆庵の和歌指南（加藤 弓枝）／南溟勧化本
の和歌（万波 寿子）
くさか・ゆきお…１９４９年大阪府生．大阪府立大学大学院博士後期課程修了．博士（学術）．現在，龍谷大学文学部教授．
葛A5判・420頁／定価6,300円 ISBN978-4-7842-1446-4
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本
年
は
源
氏
物
語
成
立
千
年
紀
が
開
催
さ
れ
、
筆
者
も
そ
の
渦
中
に
い

る
。
喧
噪
の
中
で
、
あ
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
事
が
、
考
え
る
と
不
思
議

な
事
に
気
付
い
た
。
源
氏
物
語
が
写
本
か
ら
版
本
に
な
り
、
さ
ら
に
印
刷
本

と
し
て
現
代
ま
で
愛
読
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
江
戸
時
代
に
 版
  本
 が

は
ん
 ぽ
ん

大
量
に
出
版
さ
れ
た
か
で
あ
る
。

　
版
本
の
遺
品
は
、
奈
良
時
代
の
『
 百
  万
  塔
  陀
  羅
  尼
 』
に
始
ま
り
、
平
安
時

ひ
ゃ
く
 ま
ん
 と
う
 だ
 
ら
 
に

代
の
 巻
  子
  装
 に
仏
典
を
 摺
 っ
た
春
日
版
。
さ
ら
に
、
室
町
時
代
の
禅
宗
の
五

か
ん
 す
 そ
う
 

す

山
版
な
ど
の
仏
書
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
文
学
書
の
版
本
は
、
慶
長
年
間

に
始
ま
る
近
世
の
特
徴
と
い
っ
て
い
い
。
な
ぜ
爆
発
的
に
出
版
さ
れ
た
か
の

問
題
を
検
討
し
た
い
。

　
歴
史
か
ら
見
る
と
、
応
仁
の
乱
か
ら
百
年
間
続
い
て
い
た
戦
国
時
代
を
、

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
し
た
お
か
げ
で
、
大
い
に
生
産
力
が
上

が
っ
た
。
さ
ら
に
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
朱
印
船
貿
易
な
ど
に
よ
り
、
高
い
技

術
力
が
輸
入
さ
れ
た
結
果
が
、
富
の
蓄
積
と
拡
大
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
文

字
を
勉
強
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
教
育
の
普
及
が
あ
り
、
版
本
を

読
む
た
め
の
識
字
率
が
増
大
し
、
読
者
層
が
増
加
し
た
こ
と
が
根
本
に
あ
る
。

　
豊
臣
秀
吉
は
、
日
本
統
一
の
次
に
、
中
国
の
明
国
（
一
三
六
八
～
一
六
四

四
）
を
制
覇
す
る
野
望
に
燃
え
た
。
ま
ず
、
明
国
ま
で
攻
め
登
ろ
う
と
朝
鮮

半
島
へ
出
兵
し
た
。
だ
が
、
豊
臣
秀
吉
の
夢
は
、
逝
去
と
共
に
あ
っ
と
い
う

間
に
潰
え
さ
っ
た
。
こ
の
折
、
朝
鮮
文
化
が
日
本
に
大
量
に
入
っ
て
き
た
。

銅
活
字
印
刷
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
活
字
と
は
、
一
字
一
個
を
組
み
合
わ

せ
る
も
の
で
、
現
在
の
植
字
活
字
版
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
も
の
を
「
古
活

字
本
」
と
言
っ
て
区
別
し
、
一
枚
の
板
に
文
字
を
彫
っ
て
摺
っ
た
も
の
を
整

版
と
呼
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
明
国
か
ら
も
大
量
の
版
本
や
活
字
技
術
が
輸
入
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
ス
ぺ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
南
蛮
人
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
が
将
来
さ

れ
る
に
伴
い
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
の
印
刷
技
術
が
入
っ
て
き
て
、
伊
香
保
物

語
や
平
家
物
語
の
文
学
書
が
印
刷
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
で
文
学
作
品
が
出
版
さ
れ
は
じ
め
た
。
最
初

の
文
学
書
は
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
で
あ
る
。
嵯
峨
本
と
は
、
本
阿
弥
光
悦

（
一
五
五
八
～
一
六
三
七
）
が
出
版
し
た
古
活
字
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
多

く
は
一
字
一
個
の
活
字
に
よ
る
が
、
日
本
の
草
書
体
の
二
字
や
三
字
を
彫
っ

た
活
字
も
使
用
す
る
、
日
本
化
し
た
活
字
本
で
あ
っ
た
。
伝
嵯
峨
本
と
い
わ

れ
る
源
氏
物
語
も
摺
ら
れ
て
い
る
。

　
活
字
版
は
漢
字
を
主
体
と
し
て
い
る
た
め
、
仏
書
は
後
世
ま
で
出
版
さ
れ

て
い
る
が
、
連
綿
体
の
文
学
作
品
は
古
活
字
が
途
絶
え
た
後
に
、
整
版
の
源

氏
物
語
が
出
版
さ
れ
た
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
本
で
あ
る
。
以
来
、
世

界
に
類
を
見
な
い
よ
う
な
整
版
に
よ
る
版
本
が
続
々
と
出
版
さ
れ
た
。

　
こ
の
大
き
な
要
因
は
、 粘
  葉
  装
 か
ら
 明
  朝
  綴
 へ
の
装
訂
の
変
化
で
あ
る

で
っ
 ち
ょ
う
 そ
う
 

み
ん
 ち
ょ
う
 と
じ

と
想
定
し
て
い
る
。
生
産
や
識
字
率
の
増
大
は
当
然
で
あ
る
が
、
技
術
面
で

の
変
革
も
大
き
な
一
因
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
版
本
は
、
糊
附
に
よ
る
巻

子
装
や
粘
葉
装
で
あ
る
。
袋
装
で
四
つ
目
の
線
装
綴
を
明
朝
綴
と
呼
ぶ
よ
う

に
、
明
国
で
発
明
さ
れ
た
と
す
る
装
訂
方
法
が
普
及
し
た
。

　
各
紙
に
糊
を
附
け
て
継
げ
る
の
は
、
汚
れ
や
す
く
、
乾
く
ま
で
時
間
も
か

か
り
、
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
に
は
大
変
難
し
い
技
術
が
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

明
朝
綴
を
は
じ
め
と
す
る
線
装
綴
は
、
糸
を
通
し
た
針
一
本
で
綺
麗
に
綴
じ

ら
れ
る
。
粘
葉
装
は
摺
っ
た
紙
を
内
側
に
折
り
、
袋
装
線
装
綴
は
外
側
に
折

る
か
の
違
い
だ
け
で
、
外
側
で
折
る
方
が
早
く
簡
単
で
、
美
し
く
誰
に
で
も

で
き
る
。

　
整
版
を
線
装
綴
の
袋
装
に
す
る
方
法
に
よ
り
、
版
本
の
出
版
が
流
布
し
、

江
戸
時
代
文
化
の
花
を
咲
か
せ
た
と
想
定
し
て
い
る
。

藤 本 孝 一
（龍谷大学客員教授）写本から版本へ

源氏物語千年紀・古典再生に向けて〈第六回〉
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奈良国立博物館 編

正倉院宝物に学ぶ
日々、宝物の保存と修理に携わる宮内庁正倉院事務所の研究者をはじめ、美術史・仏教・建築・
歴史の第一線の研究者による３回のシンポジウムの成果。

【 内 容 目 次 】 （執筆者の肩書は2008年８月31日現在）

は じ め に  ……………………………………………………………………………湯山賢一（奈良国立博物館長）

第Ⅰ部　正倉院研究の現在　　正倉院学術シンポジウム2005

正倉院文書研究の来し方  …………………………………………………………北　啓太（宮内庁京都事務所長）
北倉の楽器  …………………………………………………内藤　栄（奈良国立博物館学芸部長補佐・工芸考古室長）
黄銅合子の模造で得た新知見─正倉院宝物模造の意義─  …………西川明彦（宮内庁正倉院事務所保存課整理室長）
正倉院事務所における近年の調査  ……………………………………………杉本一樹（宮内庁正倉院事務所長）
『東大寺宝物録』（弘化四年）に見る正倉院宝物について  ………………………………森本公誠（東大寺長老）

第Ⅱ部　正倉院宝物と８世紀東アジアの文化　　正倉院学術シンポジウム2006

正倉院宝物と大仏開眼会─宝庫の成立に関連して─
　　  …………………………………………………………米田雄介（神戸女子大学教授、元宮内庁正倉院事務所長）
正倉院宝物からみた唐代の中日文化交流  …………………………………晏　新志（中国・漢陽陵博物館副館長）
統一新羅と奈良時代の仏像  ………………………金　理那（韓国・弘益大学校教授、ICOMOS韓国委員会委員長）
聖武天皇─その出家への道─  …………………………………………………………………………………森本公誠
正倉院宝物と鑑真和上  …………………………………………三宅久雄（奈良大学教授、元宮内庁正倉院事務所長）
『国家珍宝帳』について  ……………………………………………………………………………………杉本一樹
奈良国立博物館蔵「刺繍釈迦説法図」の主題と図像  ………………稲本泰生（奈良国立博物館学芸部企画室長）
菩提僊那と古密教の美術  …………………………………………………谷口耕生（奈良国立博物館学芸部研究員）

第Ⅲ部　守る・伝える　正倉院宝物　　正倉院学術シンポジウム2007

漆工品の修理と模造  …………………………………………北村昭斎（重要無形文化財「螺鈿」保持者、漆工芸家）
正倉院宝物を守ってきた人々  ……………木村法光（奈良国立博物館客員研究員、元宮内庁正倉院事務所保存課長）
正倉院の建築と機能  ……………………………………清水真一（東京文化財研究所文化遺産国際協力センター長）
近年の染織品の整理・修理─北倉四十二 八角鏡 第一号付属 八角榲匣の内張りの修理例から─
　　  ………………………………………………………………田中陽子（宮内庁正倉院事務所保存課整理室技官）
正倉院宝物の科学的調査の成果  …………………………………………成瀬正和（宮内庁正倉院事務所保存課長）
あ と が き  ………………………………………………………………………西山　厚（奈良国立博物館学芸部長）
〔コラム〕４本  ……………………………………………………………戸田　聡（読売新聞大阪本社編集局記者）
正倉院学術シンポジウム開催一覧／正倉院年表／口絵解説／用語解説

葛四六判・口絵8頁・本文430頁／定価３,１５０円 ISBN978-4-7842-1439-6

 正倉院展６０回のあゆみ 
奈良国立博物館 編集・発行／思文閣出版 発売

第１回から６０回の歩みを、
各回の主な出陳宝物の図
版や特徴・エピソード・
出陳一覧などのデータ
と、各分野の研究者によ
るエッセイでたどり、毎
回の図録に付されている
用語解説を整理・集大成
して巻末に付す。
葛A4判・286頁／定価３,１５０円
 ISBN978-4-7842-1440-2

   塼  仏 の来た道 白鳳期仏教受容の様相 
せん ぶつ

後藤宗俊著  最新刊 

塼仏は粘土でつくられた小さな
仏像である。本書は、インドか
ら長安・飛鳥を経て大分県宇佐
の虚空蔵寺にいたる「塼仏の来
た道」をたどり、そこにこめら
れた祈りの諸相を明らかにする。
あわせてその途上に浮かび上が
る玄奘・道昭・法蓮などの偉大
な僧の信仰と人間像に迫る。
葛A5判・320頁／定価５,９８５円
 ISBN978-4-7842-1433-4
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 最新刊  近代工芸運動とデザイン史 
デザイン史フォーラム編・藤田治彦責任編集
「近代工芸運動」という視点を導入することにより、「近代デザイン史」という視点では抜け落ちている、各国にお
ける芸術分野での歴史・重要な動向を様々な点から解き明かす。

序文　近代工芸とモダンデザイン（藤田治彦）
 第１部　ヨーロッパの近代工芸運動 
ラファエル前派からアーツ・アンド・クラフツ運動へ（藤田）／ジョン・ラスキンとセント・ジョージのギルド
（川端康雄）／ケルト・デザインと二十世紀の「有機」思想─ヴォリンガー、ブルトン、ライト─（鶴岡真弓）／二
十世紀初頭イギリスの芸術家コロニー─ブルームズベリー・グループ─（要真理子）／ベルギーの近代工芸運動
（高木陽子）／フランス近代工芸のあけぼの　二つの振興運動─産業芸術と装飾芸術─（西村美香）／フランスの近
代装飾・工芸運動─アール・ヌーヴォーを中心に─（今井美樹）／フランスの近代装飾・工芸運動─アール・デコ
とその周辺─（川上比奈子）／イタリアと近代工芸運動（末永航）／スイス・ハイマートヴェルクに見るスイスの工
芸運動（川北健雄）／ドイツの工芸博物館について：その設立と展開─ベルリンを中心に─（池田祐子）／ドイツ
の近代工芸運動─「工房」の集合離散からドイツ工作連盟の結成へ─（針貝綾）／ヘルマン・ムテジウスとドイツの
工芸学校改革─プロイセン産業局の創設とその施策をめぐって─（田所辰之助）／オースト
リアの近代工芸運動（天貝義教）／ハンガリーのアーツ・アンド・クラフツ運動─ゲデレー
工房─（井口壽乃）／北欧における近代工芸運動─フィスカルス・ヴィレッジを中心に─
（塚田耕一）
 第２部　欧米の近代工芸運動とアジア 
アーツ・アンド・クラフツ、フランク・ロイド・ライト、日本の近代工芸（藤田）／伝統と
科学の狭間で─イギリスでの松林靏之助の活動を中心に─（前崎信也）／柳宗悦と山本鼎
（藤田）／民芸運動の実践─吉田璋也の活動を例に─（猪谷聡）／「韓国」陶磁の二十世紀と
柳宗悦─植民地から解放後へ─（竹中均）／台湾における民芸運動の受容─柳宗悦と顔水龍
─（林承緯）／インドの手工芸と振興活動─ラバーリー社会を事例に─（上羽陽子）
葛A5判・336頁／定価３,０４５円 ISBN978-4-7842-1438-9

 

国際デザイン史
日本の意匠と国際交流
デザイン史フォーラム編・藤田治彦責任編集
１９９９・２０００年に開催された「国際デザイン史フォーラム」
（大阪大学大学院文学研究科美学研究室主催）をもとに、
デザイン史における日本と西洋諸国との交流を探る５６篇
を収める。各国の始めに理解の一助となる年表と概説的
解説を付す。豊富な挿図（モノクロ）約180点を掲載。
葛A5判・304頁／定価３,０４５円 ISBN4-7842-1079-2

アーツ・アンドクラフツと日本
デザイン史フォーラム編・藤田治彦責任編集
鑑賞を念頭に制作される美術工芸とは異なる「生活」の
ための工芸運動であり、また社会改革をめざすデザイン
運動でもあったアーツ・アンド・クラフツ運動と日本と
の関わりをさまざまな視点から論じ、デザイン・工芸・
美術・社会・産業・環境・生活などの立体的な関係を考
察する一助とする。
葛A5判・304頁／定価３,０４５円 ISBN4-7842-1207-8

戸田勝久画集 空の調べ  最新刊 
１９９９―２００８
戸田勝久著
アクリル画の吟遊詩人ともいう
べき幻想的な画風の戸田勝久が
奏でる、懐かしい夢の世界。
１９９９年から２００８年までのアクリ
ル画作品のなかから１５４点をカ
ラーで掲載。
とだ・かつひさ…画家．１９４５年神戸生まれ．関西学院大
学，嵯峨美術短期大学卒．『蕪村全句集』『江戸川乱歩著
書目録』装幀挿画，ユリイカ「稲垣足穂特集」挿画など
も手がける．
葛B4判変型・96頁／定価３,９９０円
 ISBN978-4-7842-1441-9

 日  名  子 実三の世界
ひ な ご

昭和初期彫刻の鬼才
広田肇一編
鬼才と呼ぶにふさわしい鋭い才能
で、日本近代彫刻史に確かなペー
ジを記した日名子実三の足跡を、
残された作品と資料によって検証
し、日名子芸術の全貌を紹介する。
巻頭には大型カラー図版を配し、
人体像を中心とした彫像のほか、
各種のメダルや大型の記念碑など
従来の彫刻の範疇を越えた多岐に
わたる活動を総覧できる決定版。
葛B5判・カラー24頁・モノクロ145頁／定価２,１００円
 ISBN978-4-7842-1436-5
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書　名　サブタイトル・シリーズ名
編著者名
葛判型・頁数／定価（税５％込） （刊行年月）

 通史・論集 
上賀茂のもり・やしろ・まつり
大山喬平監修／石川登志雄・宇野日出生・地主智彦編
葛A５判・４１２頁／定価２,９４０円 （’０６/０６）
八瀬童子　歴史と文化
宇野日出生著
葛４６判・２１０頁／定価１,８９０円 （’０７/０４）
石山寺の信仰と歴史
鷲尾遍隆監修／綾村宏編
葛A５判・１８０頁／定価１,８９０円 （’０８/０３）
公家と武家Ⅲ　王権と儀礼の比較文明史的考察
笠谷和比古編
葛A５判・４５８頁／定価８,１９０円 （’０６/１１）
公家と武家Ⅳ　官僚制と封建制の比較文明史的考察
笠谷和比古編
葛A５判・５４４頁／定価８,９２５円 （’０８/０３）
王権と都市
今谷明編
葛A５判・３７２頁／定価７,１４０円 （’０８/０３）
東アジアの交流と地域諸相
金沢星稜大学ORC　代表藤井一二編
葛B５判・１７０頁／定価３,３６０円 （’０６/０５）
丹後地域史へのいざない
上田純一編
葛４６判・１８４頁／定価１,６８０円 （’０７/０３）
東海地域文化研究　その歴史と文化
名古屋学芸大学短期大学部東海地域文化研究所編
葛A５判・３９６頁／定価３,６７５円 （’０６/０４）
金鯱叢書　【第３３・３４輯】
徳川黎明会編
葛B５判／定価（各）９,９７５円 （’０６/１０・’０８/０５）

 日本史古代 
日本古代の伝承と歴史
渡里恒信著
葛A５判・３７２頁／定価６,３００円 （’０８/０３）
蓬莱山と扶桑樹　日本文化の古層の探究
岡本健一著
葛A５判・４４２頁／定価５,７７５円 （’０８/０８）
塼仏の来た道　白鳳期仏教受容の様相
後藤宗俊著
葛A５判・３２０頁／定価５,９８５円 （’０８/１１）
御堂関白記全注釈　【寛弘４・５・８年】
山中裕編
葛A５判・平均２２０頁 （’０６/０６ ’０７/０５ ’０７/１１）
　寛弘４年―定価５,７７５円・５年―５,２５０円・８年―５,７７５円
摂関時代文化史研究　思文閣史学叢書
関口力著
葛A５判・４８８頁／定価９,４５０円 （’０７/０３）
想音
白井嵯千著
葛４６判・１９２頁／定価２,１００円 （’０６/０６）

大地へのまなざし　歴史地理学の散歩道
金田章裕著
葛A５判・３２２頁／定価４,７２５円 （’０８/０６）

 日本史中世 
禁裏・公家文庫研究　第二輯
田島公編
葛B５判・４００頁／定価１０,２９０円 （’０６/０４）
兵範記人名索引
兵範記輪読会編
葛A５判・４８４頁／定価９,４５０円 （’０７/０５）
鎌倉時代の権力と制度
上横手雅敬編
葛A５判・３５８頁／定価６,８２５円 （’０８/０９）
経筒が語る中世の世界　別府大学文化財研究所企画シリーズ１
小田富士雄・平尾良光・飯沼賢司編
葛B５判・２３６頁／定価５,０４０円 （’０８/０５）
花園院宸記　【第１５～１７回配本】
宮内庁書陵部編
葛巻子装／定価（各）３９９,０００円 （’０６/０５ ’０７/０５ ’０８/０５）
増補・改訂　南北朝期公武関係史の研究
森茂暁著
葛A５判・６１２頁／定価９,４５０円 （’０８/０８）
中世日本の政治と文化　思文閣史学叢書
森茂暁著
葛A５判・４８０頁／定価９,４５０円 （’０６/１０）
南都寺院文書の世界
勝山清次編
葛A５判・３５０頁／定価６,０９０円 （’０７/１０）
室町・戦国期研究を読みなおす
中世後期研究会編
葛A５判・４０８頁／定価４,８３０円 （’０７/１０）
東寺百合文書　【第四～六巻】ロ函四～二函一
京都府立総合資料館編 （’０６/１０ ’０７/１０ ’０８/１０）
葛A５判・平均４47頁／定価（各）９,９７５円
京都文化の伝播と地域社会　思文閣史学叢書
源城政好著
葛A５判・４００頁／定価８,１９０円 （’０６/１０）
中世蹴鞠史の研究　鞠会を中心に
稲垣弘明著
葛A５判・３００頁／定価５,７７５円 （’０８/０１）
棟札の研究（２刷）
水藤真著
葛A５判・２３０頁／定価３,９９０円 （’０８/１０）
中世・近世の村と地域社会
西村幸信著
葛A５判・４０４頁／定価６,５１０円 （’０７/０６）
室町期東国社会と寺社造営　思文閣史学叢書
小森正明著
葛A５判・３５６頁／定価７,３５０円 （’０８/０７）
系譜伝承論　佐々木六角氏系図の研究
佐々木哲著
葛４６判・３６０頁／定価３,９９０円 （’０７/１１）
戦国大名の外交と都市・流通　豊後大友氏と東アジア世界
鹿毛敏夫著 思文閣史学叢書
葛A５判・３００頁／定価５,７７５円 （’０６/０３）
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戦国期関東公方の研究　思文閣史学叢書
阿部能久著
葛A５判・３２０頁／定価５,９８５円 （’０６/０４）
織豊期の茶会と政治
竹本千鶴著
葛A５判・４９４頁／定価７,８７５円 （’０６/１０）
瀬戸内海地域社会と織田権力　思文閣史学叢書
橋詰茂著
葛A５判・３９６頁／定価７,５６０円 （’０７/０１）

 日本史近世 
隔蓂記 全７巻（本篇６巻・総索引１巻）
赤松俊秀本文校訂／『隔蓂記』研究会索引編集
葛A５判・総５,１３０頁／定価７３,５００円 （’０６/０７）
隔蓂記　総索引
『隔蓂記』研究会編
葛A５判・７６０頁／定価１４,７００円 （’０６/０７）
住友史料叢書　【２０～２２】
住友史料館編 （’０６/０１ ’０６/１２ ’０７/１２）
葛A５判・平均４２５頁／定価（各）９,９７５円
徳川将軍家領知宛行制の研究　思文閣史学叢書
藤井讓治著
葛A５判・４１２頁／定価７,８７５円 （’０８/０９）
近世社会と百姓成立　構造論的研究　
渡邊忠司著 佛教大学研究叢書１
葛A５判・３１０頁／定価６,８２５円 （’０７/０３）
畿内の豪農経営と地域社会
渡辺尚志編
葛A５判・５０８頁／定価８,１９０円 （’０８/０３）
近世寺社参詣の研究
原淳一郎著
葛A５判・４１２頁／定価６,６１５円 （’０７/０９）
十九世紀日本の園芸文化　江戸と東京、植木屋の周辺
平野恵著
葛A５判・５４４頁／定価６,８２５円 （’０６/０４）
東アジアの本草と博物学の世界（２刷）　【上・下】
山田慶兒編
葛A５判・平均３７０頁／定価（各）７,８７５円 （’０７/１０）
朝鮮通信使の研究（２刷）
李元植著
葛A５判・７３６頁／定価１５,７５０円 （’０６/１１）
長崎奉行の研究
鈴木康子著
葛A５判・４２０頁／定価６,５１０円 （’０７/０３）
近世長崎・対外関係史料
太田勝也編
葛A５判・７２８頁／定価１６,８００円 （’０７/１０）
京・近江・丹後大工の仕事　近世から近代へ
建部恭宣著
葛A５判・２７０頁／定価５,７７５円 （’０６/０２）

 日本史近代・文化研究 
吉田清成関係文書　４　京都大学史料叢書９
京都大学文学部日本史研究室編
葛A５判・本文４９２頁／定価１５,７５０円 （’０８/０７）
明治維新史という冒険　佛教大学鷹陵文化叢書１８
青山忠正著
葛４６判・３３２頁／定価２,５２０円 （’０８/０３）

条約改正交渉史　１８８７～１８９４
大石一男著
葛A５判・３５６頁／定価６,８２５円 （’０８/１０）
貴族院と立憲政治
内藤一成著
葛A５判・４３８頁／定価７,９８０円 （’０６/０１）
日中戦争から世界戦争へ
永井和著
葛A５判・５１６頁／定価７,９８０円 （’０７/０２）
日中戦争についての歴史的考察
明石岩雄著
葛A５判・３５２頁／定価５,７７５円 （’０７/０４）
みやこの近代
丸山宏・伊從勉・高木博志編
葛A５判・２６８頁／定価２,７３０円 （’０８/０３）
近代京都研究
丸山宏・伊從勉・高木博志編
葛A５判・６２８頁／定価９,４５０円 （’０８/０８）
近代茶道の歴史社会学
田中秀隆著
葛A５判・４５４頁／定価６,８２５円 （’０７/１２）
茶道と恋の関係史
岩井茂樹著
葛A５判・２３２頁／定価３,９９０円 （’０６/０７）
民芸運動と地域文化　民陶産地の文化地理学
濱田琢司著
葛A５判・３０４頁／定価５,１４５円 （’０６/０２）
関西モダニズム再考
鈴木貞美・竹村民郎編
葛A５判・６１６頁／定価８,９２５円 （’０８/０１）
昭和初期　一移民の手紙による生活史　ブラジルのヨッチャン
中野卓・中野進編
葛A５判・２９４頁／定価２,９４０円 （’０６/０４）
布がつくる社会関係　インド絞り染め布とムスリム職人の民族誌
金谷美和著
葛A５判・３３０頁／定価６,５１０円 （’０７/０４）

 思想史・教育史 
「封建」・「郡県」再考　東アジア社会体制論の深層
張翔・園田英弘編
葛A５判・４１２頁／定価６,８２５円 （’０６/０６）
近世儒者の思想挑戦
本山幸彦著
葛A５判・３１４頁／定価７,８７５円 （’０６/０５）
近世地域教育史の研究
木村政伸著
葛A５判・２９０頁／定価５,９８５円 （’０６/０１）
続 洪庵・適塾の研究
梅溪昇著
葛A５判・７２６頁／定価９,９７５円 （’０８/０１）
増補・改訂 西村茂樹全集　【第４～６巻】
（社）日本弘道会編 （’０６/０８ ’０７/１２ ’０８/１１）
葛A５判・平均７８５頁／４巻―定価１７,８５０円・５巻６巻―（各）１８,９００円
森有礼における国民的主体の創出
長谷川精一著
葛A５判・４６６頁／定価９,４５０円 （’０７/１１）
明治前期の教育・教化・仏教
谷川穣著
葛A５判・３７２頁／定価６,０９０円 （’０８/０１）



18

お買い漏れはありませんか？──思文閣出版 過去3年間の刊行図書一覧

檉園小石先生叢話　複刻と解説
正橋剛二編著
葛A５判・１２４頁／定価４,２００円 （’０６/１１）
江戸期文化人の死因
杉浦守邦著
葛A５判・３４０頁／定価２,６２５円 （’０８/０８）
オランダにおける蘭学医書の形成
石田純郎著
葛A５判・３３６頁／定価７,１４０円 （’０７/０３）
眼科医家人名辞書
奥沢康正・園田真也編
葛A５判・３０４頁／定価４,２００円 （’０６/１１）
東大医学部初代綜理池田謙斎　池田文書の研究【上・下】
池田文書研究会編 （’０６/０３ ’０７/０３）
葛A５判・上−３５０頁・下−４１４頁／定価（揃）１５,３３０円（分売可）
医譚（第１号～第１７号）
日本医史学会関西支部（杏林温故会）編
葛A５判・１１４０頁／定価２５,２００円 （’０８/１１）

 技術史・産業史 
日本産業技術史事典
日本産業技術史学会編
葛B５判・５５０頁／定価１２,６００円 （’０７/０７）
技術と文明　２９　１５巻２号
日本産業技術史学会編
葛B５判・７８頁／定価２,１００円 （’０７/０４）
朝顔明鑑鈔　影印と翻刻
三村森軒著／小笠原亮編
葛A５判・３３６頁／定価４,２００円 （’０６/０７）
絶対透明の探求　遠藤高璟著『写法新術』の研究
尾鍋智子著
葛A５判・３１０頁／定価６,０９０円 （’０６/０８）
近世吉野林業史
谷彌兵衞著
葛A５判・５３８頁／定価９,７６５円 （’０８/０２）
近世後期瀬戸内塩業史の研究
山下恭著
葛A５判・３００頁／定価６,３００円 （’０６/０３）
鉄道日本文化史考
宇田正著
葛A５判・３５２頁／定価５,７７５円 （’０７/０４）
文明随想　継承と移転（２刷）　日本の底力を読む
小林達也著
葛４６判・２２０頁／定価２,６２５円 （’０６/０１）
竹の経済史　西日本における竹産業の変遷
岩井吉彌著
葛A５判・２０８頁／定価４,７２５円 （’０８/０６）
経済史文献解題　【２００４（平成１６）・２００５（平成１７）年版】
大阪経済大学日本経済史研究所編
葛４６判・平均７７７頁／定価（各）１４,４９０円 （’０６/０２ ’０７/０４）

 文学・比較文学 
正倉院文書の国語学的研究
桑原祐子著
葛A５判・３００頁／定価５,６７０円 （’０６/０１）
京都源氏物語地図
紫式部顕彰会編纂／角田文衞監修／加納重文編集
葛地図１枚（A２判）＋別冊解説／定価８４０円 （’０７/１１）

三高の見果てぬ夢　中等・高等教育成立過程と折田彦市
厳平著
葛A５判・３５２頁／定価７,８７５円 （’０８/０６）
岩倉使節団における宗教問題
山崎渾子著
葛A５判・２５０頁／定価３,９９０円 （’０６/０９）
新島襄を語る　【２～５】
本井康博著 （’０６/０１ ’０７/０２ ’０７/１０ ’０８/０７）
葛４６判・平均２５０頁／定価（各）１,９９５円
近代新潟におけるプロテスタント
本井康博著
葛B５判・５４０頁／定価３,１５０円 （’０６/１１）
近代新潟におけるキリスト教教育　新潟女学校と北越学館
本井康博著
葛B５判・３１２頁／定価３,１５０円 （’０７/１２）
増補 郷土教育運動の研究
伊藤純郎著
葛A５判・５０６頁／定価１０,２９０円 （’０８/０５）

 仏教・仏教史 
仏教思想と浄土教（２刷）
水谷幸正著
葛A５判・７２８頁／定価１２,６００円 （’０７/１２）
善導大師と法然上人　念仏に生きる　　
水谷幸正著 佛教大学鷹陵文化叢書別巻
葛４６判・２７２頁／定価２,５２０円 （’０８/０３）
中国近世における国家と禅宗
西尾賢隆著
葛A５判・３７０頁／定価７,８７５円 （’０６/０３）
平安期の願文と仏教的世界観　佛教大学研究叢書２
工藤美和子著
葛A５判・３６６頁／定価６,８２５円 （’０８/０３）
権者の化現　天神・空也・法然　　
今堀太逸著 佛教大学鷹陵文化叢書１５
葛４６判・３１２頁／定価２,４１５円 （’０６/０９）
陰陽道の神々　佛教大学鷹陵文化叢書１７
斎藤英喜著
葛４６判・２９２頁／定価２,４１５円 （’０７/０９）
関山慧玄と初期妙心寺
加藤正俊著
葛A５判・３９０頁／定価６,８２５円 （’０６/０２）
相国寺蔵 西笑和尚文案　自慶長二年至慶長十二年
伊藤真昭・上田純一・原田正俊・秋宗康子編
葛A５判・３９２頁／定価７,３５０円 （’０７/０４）
本能寺史料　中世篇
藤井学・上田純一・波多野郁夫・安国良一編
葛A５判・４２６頁／定価１５,７５０円 （’０６/０６）

 医学史 
古代日本の生命倫理と疾病観（２刷）
大星光史著
葛A５判・４６６頁／定価３,６７５円 （’０７/０８）
中国における妊娠・胎発生論の歴史
中村禎里著
葛４６判・２５６頁／定価２,９４０円 （’０６/０３）
文学に見る痘瘡
川村純一著
葛A５判・３００頁／定価５,２５０円 （’０６/１１）
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（2006/1～2008/11、品切除）　残部僅少のものもございます 万一品切の節はご容赦下さい

一千年目の源氏物語　シリーズ古典再生１
伊井春樹編
葛４６判・２５２頁／定価１,６８０円 （’０８/０５）
源氏物語 千年のかがやき
国文学研究資料館編
葛A４判・１６８頁／定価１,９９５円 （’０８/０９）
俊頼髄脳の研究
鈴木徳男著
葛A５判・３０８頁／定価８,４００円 （’０６/０３）
平成新修古筆資料集　【第３・４集】
田中登編
葛A５判・平均２３６頁／定価（各）２,６２５円 （’０６/０１・’０８/１０）
孝子伝の研究（２刷）
黒田彰著
葛４６判・４８６頁／定価３,１５０円 （’０８/０２）
太平記　龍谷大学善本叢書２６
龍谷大学仏教文化研究所編
葛A５判・７９４頁／定価１５,７５０円 （’０７/１０）
日本古典随筆の研究と資料　
糸井通浩編 龍谷大学仏教文化研究叢書１９
葛A５判・４８２頁／定価７,５６０円 （’０７/０４）
増補　蓮月尼全集
村上素道編
葛A５判・７７０頁／定価１２,６００円 （’０６/１０）
太宰文学の女性像
青木京子著
葛A５判・３３６頁／定価２,９４０円 （’０６/０７）
文学のなかの考古学　佛教大学鷹陵文化叢書１９
門田誠一著
葛４６判・３０８頁／定価２,４１５円 （’０８/０９）
俳句とジャポニスム　メキシコ詩人タブラーダの場合
太田靖子著
葛A５判・３２８頁／定価６,０９０円 （’０８/０７）
ヴィクトリア朝英国と東アジア　
川本皓嗣・松村昌家編 大手前大学比較文化研究叢書３
葛A５判・２８０頁／定価３,３６０円 （’０６/０４）
夏目漱石における東と西　大手前大学比較文化研究叢書４
松村昌家編
葛A５判・２０８頁／定価２,９４０円 （’０７/０３）
阪神文化論　大手前大学比較文化研究叢書５
川本晧嗣・松村昌家編
葛A５判・２９０頁／定価３,３６０円 （’０８/０４）
未知への模索　毛沢東時代の中国文学
吉田富夫著 佛教大学鷹陵文化叢書１４
葛４６判・２９０頁／定価２,４１５円 （’０６/０３）

 美術史・工芸・絵画 
正倉院宝物に学ぶ
奈良国立博物館編
葛４６判・４３８頁／定価３,１５０円 （’０８/１０）
正倉院展六十回のあゆみ
奈良国立博物館編集・発行
葛A４判・２８６頁／定価３,１５０円 （’０８/１１）
続日本仏教美術史研究
中野玄三著
葛A５判・５００頁／定価１１,５５０円 （’０６/０２）
東寺宝物の成立過程の研究
新見康子著
葛A５判・６３８頁／定価１２,６００円 （’０８/０２）

三藐院 近衛信尹　残された手紙から
前田多美子著
葛A５判・２７０頁／定価２,４１５円 （’０６/０５）
尾陽　【第３・４号】　徳川美術館論集
徳川美術館編 （’０６/１１・’０８/１０）
葛B５判・３号−１８４頁・４号−２１２頁／定価（各）３,１５０円
近世御用絵師の史的研究　幕藩制社会における絵師の身分と序列
武田庸二郎・江口恒明・鎌田純子編
葛A５判・４５８頁／定価７,８７５円 （’０８/０３）
酔うて候　河鍋暁斎と幕末明治の書画会
河鍋暁斎記念美術館・成田山書道美術館編
葛A４判・１６０頁／定価２,１００円 （’０７/１２）
祭りのしつらい　町家とまち並み
岩間香・西岡陽子編
葛B５判・２２４頁／定価２,３１０円 （’０８/０２）
ジャポニスム入門（５刷）
ジャポニスム学会編
葛A５判・２８８頁／定価２,９４０円 （’０６/１０）
バーナード・リーチ再考　スタジオ・ポタリーと陶芸の現代
エドモンド・ドゥ・ヴァール著／金子賢治解説・監訳／鈴木禎宏解説
北村仁美・外舘和子訳
葛A５判・２９８頁／定価５,０４０円 （’０７/０９）
国際デザイン史（３刷）　日本の意匠と東西交流
デザイン史フォーラム編
葛A５判・３０４頁／定価３,０４５円 （’０７/０４）
近代工芸運動とデザイン史
デザイン史フォーラム編／藤田治彦責任編集
葛A５判・３３６頁／定価３,０４５円 （’０８/０９）
根付 高円宮コレクションⅡ
高円宮妃久子編
葛菊判・２２０頁／定価４,２００円 （’０６/０１）
アートに学ぶ　作家たちがめぐる心の冒険
柴辻政彦著
葛A５判・２３８頁／定価２,５２０円 （’０６/１２）
日名子実三の世界　昭和初期彫刻の鬼才
広田肇一著
葛B５判・１７０頁／定価２,１００円 （’０８/０９）
空の調べ
戸田勝久著
葛B４判変型・９６頁／定価３,９９０円 （’０８/１０）

 エッセイ・その他 
ブラームスと芭蕉たち　現代に生きる太古の思想
吉江久彌著
葛４６判・２６６頁／定価２,１００円 （’０７/０４）
私の中の２０世紀の外国映画
清田嘉宣著
葛A５判・２３０頁／定価１,９９５円 （’０６/０７）
伊藤孝男の百人一首・競技かるた　速く・強く・そして美しく
伊藤孝男著
葛４６判・２１６頁／定価１,７８５円 （’０７/１１）
ありがとう、あなたへ（６刷）
阿南慈子著
葛４６判・２０８頁／定価１,２６０円 （’０８/０７）



　書評・紹介一覧　9～11月掲載分 ※（評）…書評 （紹）…紹介 （記）…記事 〔敬称略〕　
善導大師と法然上人東大医学部初代綜理池田兼斎（上・下）
（紹）『在家佛教』 2008年9月号（評）『古文書研究』 66号（真辺将之）
竹の経済史織豊期の茶会と政治
（評）『森林技術』 798号（内村悦三）（評）『国史学』（国学院大学） 193号（渡辺江美子）
蓬莱山と扶桑樹オランダにおける蘭学医書の形成
（評）毎日新聞 10/5（張競）（評）『化学史研究』 35巻3号（松村紀明）
元祖リベラリスト長崎奉行の研究
（紹）The Doshisha Times  9/15（評）『日本史研究』 554号（松尾晋一）
俳句とジャポニスム兵範記人名索引
（評）奈良新聞 10/5（片倉充造）（評）『古文書研究』 66号（藤原重雄）
（紹）日本経済新聞 10/27江戸時代唐船による日中文化交流
江戸期文化人の死因（評）『日本歴史』 725号（渡辺美季）
（紹）読売新聞 9/26近世寺社参詣の研究
（評）奈良新聞 10/20（嘉瀬井整夫）（評）『古文書研究』 66号（滝口正哉）
文学のなかの考古学森有礼における国民的主体の創出
（紹）中外日報 10/25（評）『日本歴史』 725号（犬塚孝明）
日名子実三の世界南都寺院文書の世界
（紹）大分合同新聞 9/22（評）『日本歴史』 724号（畠山聡）
（紹）朝日新聞西部本社版夕刊 9/26室町・戦国期研究を読みなおす
（紹）大分合同新聞 9/29（評）『日本歴史』 726号（黒嶋敏）
源氏物語　千年のかがやき続 洪庵・適塾の研究
（紹）奈良新聞 10/20（評）『日本醫史學雑誌』 54巻3号（小田晧二）
正倉院宝物に学ぶ祭りのしつらい
（紹）読売新聞夕刊 11/6（紹）『日本歴史』 724号

みやこの近代
（紹）MK新聞 10/1
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9月から11月にかけて刊行した継続図書
 発行月定価OPLNPLTRCISBN978-4-7842巻タイトル巻数配本

回数シリーズ名

92,4157405111105330500080530911430-3 C1021文学のなかの考古学1919佛教大学鷹陵文化叢書
102,6257405145105334300080530871427-3 C139244平 成 新 修 古 筆 資 料 集
109,9757420045105409300080545001435-8 C3321ハ函三・二函一66東 寺 百 合 文 書
103,1507459621105386300080559951406-8 C131344尾 陽
1118,9001443-3 C3312訳述書266増補・改訂　西村茂樹全集

9月から11月にかけて刊行した図書
 発行月定価OPLNPLTRCISBN978-4-7842著　者　名図　　書　　名
99,4507282478105105300080469451413-6 C3021丸山宏・伊從勉・高木博志編近 代 京 都 研 究
97,8757336423105331700080491801431-0 C3021藤井讓治著徳川将軍家領知宛行制の研究
96,8257336407105331100080491881432-7 C3021上横手雅敬編鎌 倉 時 代 の 権 力 と 制 度
92,1007371164105332000080491671436-5 C0071広田肇一著日 名 子 実 三 の 世 界
93,0457371149105332100080516981438-9 C1072デザイン史フォーラム編近 代 工 芸 運 動 と デ ザ イ ン 史
103,99093252420651970001243-9 C3021水藤真著棟 札 の 研 究 （ 2 刷 ）
101,9957420086105386200080545151437-2 C1090国文学研究資料館編源 氏 物 語　 千 年 の か が や き
106,8257419963105387200080545011419-8 C3021大石一男著条 約 改 正 交 渉 史
103,9907446834105388500080568071441-9 C0071戸田勝久著空 の 調 べ
103,1507477110080572511439-6 C1070奈良国立博物館編正 倉 院 宝 物 に 学 ぶ
103,1507477417080582701440-2 C1070奈良国立博物館編正 倉 院 展 六 十 回 の あ ゆ み
115,9851433-4 C3021後藤宗俊著塼 仏 の 来 た 道

（表示価格は税5％込）

葛てぃーたいむ余録滑　　学術の世界にも成果主義の嵐
が吹きあれています。かくいう小社も、もうかる・もう
からないという「評価」を下す側ですが、嵐の中で咲く

花もあると信じます。 （h） 
葛表紙図版滑
遊仙窟の一場面（『風俗游仙窟』）（『幸田露伴の世界』より）


